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1 

は
じ
め
に

　

大
淀
川
右
岸
国
営
施
設
機
能
保
全
事
業
の
天
神
ダ
ム

選
択
放
流
施
設
は
、
貯
留
水
か
ら
濁
度
の
低
い
水
を
選
択

取
水
し
て
下
流
に
放
流
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設

で
あ
る
。

　

当
社
は
選
択
放
流
施
設
の
う
ち
、
独
立
取
水
塔
の
基

礎
、
既
設
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
へ
の
接
続
導
水
管
の
設

置
、
及
び
管
理
橋
橋
脚
の
施
工
を
行
っ
た
。
以
下
に
、
湖

岸
か
ら
七
〇
m
離
れ
た
ダ
ム
湖
内
で
の
独
立
取
水
塔
基

礎
工
事
に
お
い
て
実
施
し
た
施
工
計
画
に
関
す
る
工
夫

を
記
す
。

2 

施
工
上
の
課
題

　

天
神
ダ
ム
で
は
農
業
用
水
を

通
年
で
利
用
し
て
お
り
、
工
事
施

工
の
た
め
の
水
位
調
節
は
実
施

で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
取
水
塔

基
礎
工
事
は
水
深
二
八
m
で
の

水
中
施
工
と
な
る
。
選
択
取
水
し

た
濁
度
の
低
い
水
は
、
湖
底
に
設

置
さ
れ
た
既
存
の
河
川
維
持
放

流
設
備
で
あ
る
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン

レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
下
流
河
川

に
放
流
す
る
計
画
と
な
っ
て
お

り
、
基
礎
工
事
と
同
時
に
製
作
す

る
鋼
製
導
水
管
で
取
水
塔
と
ド

ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
を
接
続
す

る
た
め
、
水
中
の
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン

レ
ッ
ト
の
位
置
を
正
確
に
測
量

す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
湖

底
の
施
工
場
所
は
、
濁
水
の
影
響
で
水
中
視
界
が
三
〇
㎝ 

程
度
し
か
確
保
で
き
な
い
こ
と
、
水
深
二
八
m
で
の
潜
水

作
業
時
間
は
約
七
〇
分
に
制
限
さ
れ
る
施
工
条
件
の
た
め
、

潜
水
士
に
よ
る
水
中
作
業
を
で
き
る
だ
け
省
力
化
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。（
図
1
）

3 

課
題
へ
の
対
応

① 

既
設
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
の
測
量
と
水
中
施
工
の

基
準
と
な
る
定
規
材
の
設
置

　

設
計
図
に
水
中
の
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト（
図
2
）の
座

標
値
が
示
さ
れ
て
い
た
が
、
実
測
し
た
測
量
成
果
で
は
な

か
っ
た
。
新
設
取
水
塔
は
導
水
管
で
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ

ト
と
接
続
す
る
た
め
、
取
水
塔
基
礎
の
施
工
位
置
は
、
ド

供用中のダムにおける
取水塔基礎工事の施工計画
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質
な
産
業
基
盤
な
お
か
つ
国
土
強
靱
化
、
人
命
を
守
る
重

要
な
ス
ト
ッ
ク
を
後
世
の
た
め
に
残
し
て
い
く
、
そ
の
意

義
を
宮
崎
議
員
と
と
も
に
し
っ
か
り
と
訴
え
、
国
民
の
理

解
を
得
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
通
常
国
会
で
土
地
改

良
法
の
改
正
を
行
う
が
予
算
関
連
で
あ
り
来
年
三
月
末
ま

で
に
成
立
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
来
は
申
請
に

よ
り
行
っ
て
き
た
基
幹
的
な
水
利
施
設
の
事
業
を
国
や
県

が
発
意
し
て
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
計
画
的
に
進
め
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。
働
き
方
改
革
で
は
、
建
設
現
場
の
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
と
の
話
も
あ
り
、

一
年
間
の
実
態
を
検
証
し
改
め
る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
め
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
御
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、
奥
村
組
の
奥
村
太
加
典
社
長
か
ら
、
国
際
情

勢
が
混
沌
と
し
て
収
ま
る
気
配
が
な
い
ど
こ
ろ
か
、
さ
ら

に
拍
車
か
か
か
っ
て
き
た
状
況
の
中
、
国
防
や
食
料
安
全

保
障
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
た
。
そ
う
い
う
時
代

の
中
で
は
、
農
林
水
産
政
策
を
し
っ
か
り
と
土
地
改
良
建

設
協
会
の
会
員
企
業
は
実
行
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

進
藤
議
員
、
宮
崎
議
員
に
は
二
人
揃
っ
て
活
躍
し
て
い
た

だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
宮
崎
議
員
の
登
壇
を

促
し
、
今
、
大
変
な
逆
風
が
吹
い
て
い
る
が
、
宮
崎
先
生

は
逆
風
に
も
強
そ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
私
共
が
し
っ
か
り

と
そ
の
背
中
を
お
支
え
し
よ
う
と
述
べ
、
声
高
ら
か
に
乾

杯
の
御
発
声
が
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
歓
談
が
続
い
た
後
、
中
締
め
と
な
り
、
ア
イ

サ
ワ
工
業
の
逢
澤
寛
人
社
長
か
ら
、
我
々
全
員
が
土
地
改

良
に
し
っ
か
り
取
り
組
み
、
来
年
六
月
に
良
い
形
で
総
会

を
開
催
し
良
い
夏
を
迎
え
る
こ
と
を
祈
念
し
て
一
本
締
め

が
あ
り
、
盛
大
な
拍
手
の
中
、
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
を
閉
じ

た
。

一本締めで中締めをされる逢澤寛人アイサワ工業社長

宮崎議員（左）とともに登壇し乾杯の発声をされる奥村太加典奥村組社長（右）

宮崎雅夫参議院議員進藤金日子参議院議員

新・担い手三法の趣旨徹底に向けて
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行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
取
水
塔
埋
込
架
台
を
含
む
総
重
量

七
三
tf
の
組
立
鉄
筋
を
、円
滑
に
所
定
の
位
置
に
設
置（
規

格
値
±
三
〇
㎜ 
以
内
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
図
5
、

写
真
3
、4
、5
）

④
基
礎
型
枠
の
一
体
化
及
び
軽
量
化

　

基
礎
型
枠
は
、
組
立
鉄
筋
を
設
置
し
た
後
に
均
し
コ
ン

ク
リ
ー
ト
上
に
吊
下
す
た
め
、
設
計
で
は
セ
パ
レ
ー
タ
を

使
用
せ
ず
、
型
枠
外
側
か
ら
大
型
H
鋼
材
と
タ
イ
ロ
ッ
ド

で
タ
ガ
を
は
め
る
上
下
二
分
割
の
型
枠
（
型
枠
重
量
：
下

段
三
七
・
四
t
、
上
段
四
七
・
九
t
）
を
、
水
中
で
ボ
ル
ト

接
合
す
る
計
画
だ
っ
た
。（
図
6
）
こ
れ
を
水
中
で
の
型

枠
組
立
作
業
を
な
く
す
た
め
、
配
筋
密
度
の
高
い
下
部
は

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
の
支
圧
板
を
利
用
し
て
外
側
か

ら
突
っ
張
り
、
配
筋
密
度
の
低
い
上
部
は
高
強
度
セ
パ

レ
ー
タ
で
型
枠
内
側
か
ら
引
っ
張
る
一
体
型
基
礎
型
枠
に

変
更
し
、
全
体
重
量
を
三
七
・
二
t
に
軽
量
化
し
て
、

二
〇
〇
t
吊
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
一
括
吊
下
し
作
業
を
可
能

に
し
た
。（
図
7
、
写
真
6
、7
）

　

型
枠
上
部
の
セ
パ
レ
ー
タ
設
置
に
つ
い
て
は
、
水
中
で

の
作
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
陸
上
で
事
前
に
組
立

鉄
筋
を
使
用
し
た
予
行
練
習
を
行
い
、
セ
パ
レ
ー
タ
の
接

続
位
置
や
作
業
手
順
を
潜
水
士
と
検
討
し
た
。

4 

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
水
中
で
施
工
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
の
取
水
塔
基
礎
工
事
に
つ
い
て
、
受
注
者
か
ら
提
案

し
た
施
工
上
の
工
夫
を
記
し
た
。
天
神
ダ
ム
選
択
放
流
施

設
の
基
礎
工
事
は
、
水
深
二
八
m
の
貯
水
池
内
で
水
中
視

界
が
十
分
確
保
で
き
な
い
厳
し
い
条
件
で
の
施
工
と
な
り
、

安
全
・
品
質
・
施
工
管
理
に
苦
労
し
た
が
、
発
注
者
、
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
協
力
業
者
を
含
め
た
関
係
者
の
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
無
事
故
で
工
事
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
施
工
方
法
の
提
案
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
変
更
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
九
州

農
政
局
南
部
九
州
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
並
び
に
宮

崎
中
部
農
業
水
利
事
業
所
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

<断面図>
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ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
を
基
準
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

水
深
二
八
m
の
水
中
で
は
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
G
P
S
に
よ
る
測
量
が
で
き
な
い
た
め
、
ド
ロ
ッ
プ
イ

ン
レ
ッ
ト
の
外
形
寸
法
に
合
わ
せ
た
高
さ
二
七
・
八
m
の

H
形
鋼
で
製
作
し
た
測
量
架
台
を
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト

の
真
上
に
被
せ
る
よ
う
に
設
置
し
、
水
面
上
の
架
台
か
ら

下
げ
振
り
を
下
ろ
し
て
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
の
位
置
を

測
量
し
た
。
測
量
の
結
果
、
実
測
座
標
と
設
計
図
に
示
さ

れ
た
座
標
値
と
の
差
は
七
二
㎜ 
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
測
量
架
台
の
脚
部
に
、
取
水
塔
基
礎
の
位
置
を

決
め
る
た
め
の
H
形
鋼
の
定
規
材
を
取
り
付
け
、
水
中
で

は
定
規
材
を
基
準
に
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
を
設
置

し
、
施
工
期
間
中
存
置
し
た
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
を

基
準
に
、
基
礎
杭
打
設
時
の
導
材
設
置
及
び
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
組
立
鉄
筋
、
組
立
型
枠
の
設
置
を
行
う
こ
と
で
、

構
造
物
を
構
築
す
る
際
に
改
め
て
水
中
で
測
量
を
行
わ
な

く
て
も
、
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
と
取
水
塔
基
礎
の
相
対

位
置
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。（
図
3
、
写
真
1
）

こ
の
結
果
、
新
設
取
水
塔
完
成
時
の
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ

ト
と
の
相
対
位
置
の
誤
差
を
三
五
㎜ 
に
収
め
て
、
ほ
ぼ
設

計
通
り
の
寸
法
で
接
続
導
水
管
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

②
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寸
法
変
更

　

取
水
塔
基
礎
は
、
平
面
寸
法
一
三
m
×
一
三
m
、
高
さ

五
・
五
m
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、
設
計
の
均
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
一
〇
㎝ 
拡

幅
し
た
平
面
寸
法
（
一
三
・
二
m
×
一
三
・
二
m
）
で
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
後
述
す
る
組
立
鉄
筋
や
型
枠
の
設
置
を

考
慮
し
て
平
面
寸
法
を
一
五
・
四
m
×
一
五
・
四
m
に
拡
大

し
、
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
に
タ
イ
ロ
ッ
ド
と
支
圧
板

を
追
加
設
置
し
、
支
保
部
材
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に

変
更
し
た
。（
図
4
、
写
真
2
）

③
組
立
鉄
筋
の
設
置
方
法

　

取
水
塔
基
礎
の
施
工
は
、
鉄
筋
、
型
枠
の
順
に
陸
上
で

組
み
立
て
た
も
の
を
、
台
船
上
の
二
〇
〇
t
吊
ク
レ
ー
ン

で
基
礎
杭
打
込
み
後
の
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に
設
置
し
、

水
中
不
分
離
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

組
立
鉄
筋
は
、
台
船
上
の
ク
レ
ー
ン
で
据
付
け
る
が
、

水
深
二
八
m
の
設
置
位
置
で
は
ク
レ
ー
ン
操
作
に
よ
る
据

付
け
位
置
の
微
調
整
が
難
し
い
た
め
、
据
付
に
相
当
な
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
均
し
コ

ン
ク
リ
ー
ト
上
の
直
交
す
る
二
方
向
に
、
吊
下
し
た
組
立

鉄
筋
を
押
し
付
け
る
鋼
製
定
規
枠
を
設
置
し
て
、
均
し
コ

ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
の
支
圧
板
に
固
定
し
た
。
鋼
製
定
規
枠

に
対
面
す
る
二
方
向
に
は
組
立
鉄
筋
を
横
移
動
さ
せ
る
油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
設
置
し
て
、
潜
水
士
の
指
示
に
よ
り
台
船

上
か
ら
の
ジ
ャ
ッ
キ
操
作
で
据
付
け
位
置
の
微
調
整
を
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行
っ
た
。
こ
の
結
果
、
取
水
塔
埋
込
架
台
を
含
む
総
重
量

七
三
tf
の
組
立
鉄
筋
を
、円
滑
に
所
定
の
位
置
に
設
置（
規

格
値
±
三
〇
㎜ 
以
内
）
す
る
こ
と
が
で
き
た
。（
図
5
、

写
真
3
、4
、5
）

④
基
礎
型
枠
の
一
体
化
及
び
軽
量
化

　

基
礎
型
枠
は
、
組
立
鉄
筋
を
設
置
し
た
後
に
均
し
コ
ン

ク
リ
ー
ト
上
に
吊
下
す
た
め
、
設
計
で
は
セ
パ
レ
ー
タ
を

使
用
せ
ず
、
型
枠
外
側
か
ら
大
型
H
鋼
材
と
タ
イ
ロ
ッ
ド

で
タ
ガ
を
は
め
る
上
下
二
分
割
の
型
枠
（
型
枠
重
量
：
下

段
三
七
・
四
t
、
上
段
四
七
・
九
t
）
を
、
水
中
で
ボ
ル
ト

接
合
す
る
計
画
だ
っ
た
。（
図
6
）
こ
れ
を
水
中
で
の
型

枠
組
立
作
業
を
な
く
す
た
め
、
配
筋
密
度
の
高
い
下
部
は

均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
の
支
圧
板
を
利
用
し
て
外
側
か

ら
突
っ
張
り
、
配
筋
密
度
の
低
い
上
部
は
高
強
度
セ
パ

レ
ー
タ
で
型
枠
内
側
か
ら
引
っ
張
る
一
体
型
基
礎
型
枠
に

変
更
し
、
全
体
重
量
を
三
七
・
二
t
に
軽
量
化
し
て
、

二
〇
〇
t
吊
ク
レ
ー
ン
に
よ
る
一
括
吊
下
し
作
業
を
可
能

に
し
た
。（
図
7
、
写
真
6
、7
）

　

型
枠
上
部
の
セ
パ
レ
ー
タ
設
置
に
つ
い
て
は
、
水
中
で

の
作
業
を
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
陸
上
で
事
前
に
組
立

鉄
筋
を
使
用
し
た
予
行
練
習
を
行
い
、
セ
パ
レ
ー
タ
の
接

続
位
置
や
作
業
手
順
を
潜
水
士
と
検
討
し
た
。

4 

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
水
中
で
施
工
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
の
取
水
塔
基
礎
工
事
に
つ
い
て
、
受
注
者
か
ら
提
案

し
た
施
工
上
の
工
夫
を
記
し
た
。
天
神
ダ
ム
選
択
放
流
施

設
の
基
礎
工
事
は
、
水
深
二
八
m
の
貯
水
池
内
で
水
中
視

界
が
十
分
確
保
で
き
な
い
厳
し
い
条
件
で
の
施
工
と
な
り
、

安
全
・
品
質
・
施
工
管
理
に
苦
労
し
た
が
、
発
注
者
、
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
協
力
業
者
を
含
め
た
関
係
者
の
皆

様
の
ご
指
導
と
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
無
事
故
で
工
事
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
施
工
方
法
の
提
案
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
変
更
に
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
だ
い
た
九
州

農
政
局
南
部
九
州
土
地
改
良
調
査
管
理
事
務
所
並
び
に
宮

崎
中
部
農
業
水
利
事
業
所
の
皆
様
に
改
め
て
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
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ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
を
基
準
に
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

水
深
二
八
m
の
水
中
で
は
、
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

や
G
P
S
に
よ
る
測
量
が
で
き
な
い
た
め
、
ド
ロ
ッ
プ
イ

ン
レ
ッ
ト
の
外
形
寸
法
に
合
わ
せ
た
高
さ
二
七
・
八
m
の

H
形
鋼
で
製
作
し
た
測
量
架
台
を
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト

の
真
上
に
被
せ
る
よ
う
に
設
置
し
、
水
面
上
の
架
台
か
ら

下
げ
振
り
を
下
ろ
し
て
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
の
位
置
を

測
量
し
た
。
測
量
の
結
果
、
実
測
座
標
と
設
計
図
に
示
さ

れ
た
座
標
値
と
の
差
は
七
二
㎜ 
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
測
量
架
台
の
脚
部
に
、
取
水
塔
基
礎
の
位
置
を

決
め
る
た
め
の
H
形
鋼
の
定
規
材
を
取
り
付
け
、
水
中
で

は
定
規
材
を
基
準
に
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
型
枠
を
設
置

し
、
施
工
期
間
中
存
置
し
た
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
を

基
準
に
、
基
礎
杭
打
設
時
の
導
材
設
置
及
び
基
礎
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
組
立
鉄
筋
、
組
立
型
枠
の
設
置
を
行
う
こ
と
で
、

構
造
物
を
構
築
す
る
際
に
改
め
て
水
中
で
測
量
を
行
わ
な

く
て
も
、
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ
ト
と
取
水
塔
基
礎
の
相
対

位
置
が
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
た
。（
図
3
、
写
真
1
）

こ
の
結
果
、
新
設
取
水
塔
完
成
時
の
ド
ロ
ッ
プ
イ
ン
レ
ッ

ト
と
の
相
対
位
置
の
誤
差
を
三
五
㎜ 
に
収
め
て
、
ほ
ぼ
設

計
通
り
の
寸
法
で
接
続
導
水
管
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

た
。

②
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
寸
法
変
更

　

取
水
塔
基
礎
は
、
平
面
寸
法
一
三
m
×
一
三
m
、
高
さ

五
・
五
m
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
で
、
設
計
の
均
し

コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
一
〇
㎝ 
拡

幅
し
た
平
面
寸
法
（
一
三
・
二
m
×
一
三
・
二
m
）
で
計
画

さ
れ
て
い
た
が
、
後
述
す
る
組
立
鉄
筋
や
型
枠
の
設
置
を

考
慮
し
て
平
面
寸
法
を
一
五
・
四
m
×
一
五
・
四
m
に
拡
大

し
、
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
に
タ
イ
ロ
ッ
ド
と
支
圧
板

を
追
加
設
置
し
、
支
保
部
材
と
し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に

変
更
し
た
。（
図
4
、
写
真
2
）

③
組
立
鉄
筋
の
設
置
方
法

　

取
水
塔
基
礎
の
施
工
は
、
鉄
筋
、
型
枠
の
順
に
陸
上
で

組
み
立
て
た
も
の
を
、
台
船
上
の
二
〇
〇
t
吊
ク
レ
ー
ン

で
基
礎
杭
打
込
み
後
の
均
し
コ
ン
ク
リ
ー
ト
上
に
設
置
し
、

水
中
不
分
離
性
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
打
設
す
る
計
画
で
あ
る
。

　

組
立
鉄
筋
は
、
台
船
上
の
ク
レ
ー
ン
で
据
付
け
る
が
、

水
深
二
八
m
の
設
置
位
置
で
は
ク
レ
ー
ン
操
作
に
よ
る
据

付
け
位
置
の
微
調
整
が
難
し
い
た
め
、
据
付
に
相
当
な
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
均
し
コ

ン
ク
リ
ー
ト
上
の
直
交
す
る
二
方
向
に
、
吊
下
し
た
組
立

鉄
筋
を
押
し
付
け
る
鋼
製
定
規
枠
を
設
置
し
て
、
均
し
コ

ン
ク
リ
ー
ト
型
枠
の
支
圧
板
に
固
定
し
た
。
鋼
製
定
規
枠

に
対
面
す
る
二
方
向
に
は
組
立
鉄
筋
を
横
移
動
さ
せ
る
油

圧
ジ
ャ
ッ
キ
を
設
置
し
て
、
潜
水
士
の
指
示
に
よ
り
台
船

上
か
ら
の
ジ
ャ
ッ
キ
操
作
で
据
付
け
位
置
の
微
調
整
を
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